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 情報科教育法 a  No.7  

2019/5/29 & 5/31 

 

[1] 授業内容 

・各自の教材の紹介（5 分以内） 

・教材研究（反転学習） 

・【演習】反転学習を考えてみる 

 

[2] 教材研究？ 

〇現状の中高生を考えてみると・・・ 

・読書率：半数以上は読書をしないというデータもある 

 

その理由として・・・ 

 

 

→今の中高生は本よりもスマホを見る時間が多い（読書が苦手？） 

→Youtube 世代であろう 

→特に高校生はスマホで動画を見る機会が多い 

  高校生の 3/4 がスマホで動画を視聴している 
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〇上記の問題を逆手にとって 

・予習において、本などをベースとするよりも動画をベースとしたほうがよい？ 

NHK 高校講座、他人の動画を使わせてもらう、自作する 

・短い授業時間（足りない授業時間）でも濃い授業が展開できる可能性 

 

↓ 

 

〇反転授業 

・タブレット端末を活用して家庭と連携し、授業や講義を予習し、実際の授業では応用的な活動を

行うという方法 

 

〇実践例 

兵庫県立宝塚北高等学校（数学）： 

http://www.hyogo-c.ed.jp/~takarakita-hs/students/ftmath.html 

名城大学附属高等学校： 

http://smizok.net/education/subpages/aAL_00015(Miyata_Meijo).html 

 

[3] 演習 

・反転教育（既存の動画で OK）を使って、情報教育の 1 授業を設計してみよ。 

 

[4] 課題 

１）ICT 教育の実施に当たり、現状の課題などの調査し、今後どのように解決していけばよいか考

えよ。 

２）近年、「反転授業」という事前に映像などで学習し，講義を進める方式もある。反転授業につ

いて調査し、メリット・デメリットを考え、高校の授業で実践するべきか考えよ。 
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